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平成平成平成平成２３２３２３２３年第年第年第年第２２２２回回回回（（（（３３３３月月月月））））みなかみみなかみみなかみみなかみ町議会定例会会議録第町議会定例会会議録第町議会定例会会議録第町議会定例会会議録第２２２２号号号号

平成２３年３月３日（木曜日）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事日程 第２号

平成２３年３月３日（木曜日）午前９時開議

日程第 １ 一般質問

◇ 小林 洋 君 ・・・ １．エコツーリヅム時代における

行政組織のあり方について

◇ 鈴木 勲 君 ・・・ １．鳥獣害について

２．道路の利便性向上の取り組みには

◇ 前田善成 君 ・・・ １．我が町の特性と施設の情報網を活用した産業創生

２．鳥獣駆除のための新しい組織と施設の取り組み

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（１８人）

１番 小 林 洋 君 ２番 内 海 敏 久 君

３番 中 島 信 義 君 ４番 前 田 善 成 君

５番 阿 部 賢 一 君 ６番 林 一 彦 君

７番 山 田 庄 一 君 ８番 河 合 生 博 君

９番 林 喜 美 雄 君 １０番 原 澤 良 輝 君

１１番 島 崎 栄 一 君 １２番 髙 橋 市 郎 君

１３番 小 野 章 一 君 １４番 中 村 正 君

１５番 河 合 幸 雄 君 １６番 鈴 木 勲 君

１７番 森 下 直 君 １８番 久 保 秀 雄 君

な し欠席議員

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

職務のため議場に出席した事務職員の職氏名

議会事務局長 鈴 木 初 夫 書 記 深 代 和 恵

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

説明のため出席した者

町 長 岸 良 昌 君 副 町 長 鬼 頭 春 二 君

教 育 長 牧 野 堯 彦 君 総 務 課 長 木 暮 勤 君

総合政策課長 宮 崎 育 雄 君 税 務 課 長 平 原 文 雄 君

会 計 課 長 高 橋 武 志 君 町民福祉課長 関 章 二 君

子育健康課長 青 柳 健 市 君 環 境 課 長 山 賀 晃 男 君

上下水道課長 杉 木 清 一 君 農 政 課 長 篠 田 朗 君

観光商工課長 真 庭 敏 君 地域整備課長 増 田 伸 之 君

教 育 課 長 青 木 寿 君 水上支所長 雲 越 栄 一 君

新治支所長 永 井 泰 一 君
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開 会開 会開 会開 会

午前９時 開会

みなさん、おはようございます。議 長（久保秀雄君）

本日、議員各位におかれましては諸般にわたりご多忙のところ、定刻までにご参集いた

だきまして、誠にありがとうございます。

ただ今の出席議員は１８名で定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

開 議開 議開 議開 議

これより本日の会議を開きます。議 長（久保秀雄君）

本日の会議は、お手元に配布いたしました議事日程第２号のとおりであります。

議事日程第２号により、議事を進めます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第日程第日程第日程第１１１１ 一般質問一般質問一般質問一般質問

通告順序通告順序通告順序通告順序４ １４ １４ １４ １番 小 林 洋番 小 林 洋番 小 林 洋番 小 林 洋 １１１１．．．．エコツーリヅムエコツーリヅムエコツーリヅムエコツーリヅム時代時代時代時代におけるにおけるにおけるにおける

行政組織行政組織行政組織行政組織のありのありのありのあり方方方方についてについてについてについて

日程第１、一般質問を行います。議 長（久保秀雄君）

質問については通告内容に沿って、時間を厳守して行っていただきたいと思います。

一般質問については、６名の議員より通告がありました。昨日、既に３名の質問が終了

しておりますので、本日は３名の質問を順次、許可いたします。

まず始めに、１番小林洋君の質問を許可いたします。

１番小林洋君。

（１番 小林 洋君登壇）

おはようございます。通告により、一般質問を行います。１ 番（小林 洋君）

質問の前に昨年９月の一般質問において、アドベンチャーツーリズムに関する質問をさ

せていただきました。迅速な対応により、最初の一歩を踏み出せたことに感謝いたします

とともに、今後の課題についても一緒に取り組んでいきたいと思っております。

今回ですが、エコツーリズムに関する組織のあり方についてでありますが、少しエコツ

ーリズムの考え方について触れたいと思います。

簡単に４つのポイントで遵守されている点を申しますと、１．地域住民の利益、２．自
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然資源の持続的な管理、３．旅行者と住民のための環境教育、４．環境・地域・文化に対

する負担を最少限にするべく管理されたエコツアーの推進というのが、基本的なエコツー

リズムの考え方であります。

さらに申しますと、エコツアーの条件として言えるのが、１．少人数で、２．時間的に

十分なゆとりを持つ、３．なるべく自分の足を使う、エンジンつきの乗り物をなるべく避

けるということですが、これは昨年、一ノ倉沢で試みた事がまさにこの事だと思うのです

が、要は地域の自然や文化に著しい詳しい解説者が同行する、プロのガイドのことなので

しょうけれども、５．自然や文化に対する負荷を掛けない、また再生をすると、６．自然

・文化・人などの総合交流、学びを深める、これなどは赤谷プロジェクトなどが一生懸命

やってもらっているようなことだと思うのですが。

そして、最後に地域に対する経済的な貢献等となっておりますが、我が町はみなかみ町

総合計画に基づき 「水と森、歴史と文化に築く利根川源流の町 みなかみ」ということを、

将来像として取り組んでいる最中だと思います。

まさにエコツーリズムの理念は、町の目指す方向とまさに一致し、環境と観光はもうす

でに切り離せない時代になっていると思います。

そこで将来、役割、各行政部門の役割分担を明確化することも含めまして、今後の組織

のあり方について、町長のお考えを聞きたいのですが、新しい組織を作れとか、何々を一

緒にしろとか、そういう事ではないのですが、今後、こういう意識を持って、組織作りを

していくつもりがあるかどうかという事を取り敢えずお聞きしたいのですけれども、よろ

しくお願いします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

（町長 岸 良昌君登壇）

ただ今の小林議員のご質問でございます。町 長（岸 良昌君）

本日、時間もあろうかと思いますので、意見交換をさせていただければ有り難いと思っ

ております。

ご質問は、組織作りについての考え方という事がご質問の趣旨だと思いますけれども、

少し前段をおかせていただきますと、今まさにエコツーリズムについて、７点についてご

指摘をいただいたというのは、その通りでございますし、まさにみなかみ町としては 「水、

と森を育むエコタウンみなかみ」ということで地域の資源を活かした地域振興構想という

ことで発表している通りでございますし、これはご指摘のあったところでございます。

今、お話のありましたようなエコツーリズム、あるいは自然と人間との関わり、その中

でどういうふうに地域の文化なり、自然なり、資源として多くの人に訪れていただくか、

その訪れ方、訪問の仕方というのは、エコツーリズムは今ご指摘がありましたように、少

人数で出来ればプロフェッショナルのガイドがいて、教育効果も合わせてという事だろう

と思います。この辺については、昨日、ご議決いただきました「みなかみ町自然環境及び

生物多様性を守り育てるための昆虫等の保護を推進する条例」について、ご存知だと思い

ますが、本日、上毛新聞の一面に取り上げられております。

すなわち何かというと、非常にもちろん、メディアの人の判断ということでそういう取
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り扱いになっているわけですけれども、社会的に注目を浴びている、あるいはそういう活

動について客観的に評価されているということがあって、あぁいう情報発信になっている

のだろうと思う次第であります。

そんな中で組織の議論に入ります前に、本日、１週間前にご質問の通告があったわけで

ございますけれども、ある意味、答弁を整えてお答えするという形ではなくて、この中で

いろいろと意見交換をさせていただく中で次の方向が見出せればいいなと思っているとこ

ろでございます。

エコツーリズムについては今ご指摘がありましたように、エコツーリズムということで

非常に分かり易い、現在町の中で取り組まれているものは何かというふうに思いますと、

今お話もありましたが、一点は谷川岳エコツーリズムということで、谷川岳周辺の上信越

高原国立公園とその周辺の国有林を推進地域としてエリアを定めまして、現在推進全体構

。 、 、 、想を策定中です この内容については 今後 この地域の豊かな自然環境を保全しながら

活用して、地域の活性化を図るためのルール作りを定めるということで、国の制度を活用

しようとしているところでございますし、二点目としては、赤谷プロジェクトによる取り

組みということで、今ご指摘があったとおりです。

また、藤原地域における上ノ原で野焼き、あるいは古道の再生、トレッキングコースの

整備等々、自然や歴史文化を活かして、地域に訪れる人、あるいは維持管理する人、そう

いうものを総合的に組み立てて、地域を活性化しようという取り組みでございますし、今

何点か議員の方からご指摘のあった代表的な活動が行われております。また、もう一点、

みなかみ町教育旅行協議会の活動が強化されておりまして、グリーンツーリズムとして、

農家民泊に小中学生が訪れていると、農業体験であるとか、自然体験、これもある意味で

エコツーリズムに括れるのかなと思っておりますし、もちろん、今ご指摘のありました自

然環境保全と訪れる人の満足度を上げるという意味で一ノ倉沢～土合までの間のどういう

利用が良いのだろうかと、いわゆる一ノ倉沢までのマイカー乗り入れ規制という形で議論

をしているのはご指摘の通りでございます。

ですから、エコツーリズムについて、エコタウンみなかみの構想に基づいて、各種の活

動が行われており、その事について、町としても関与して一緒に進めているということに

ついては、全くご指摘のとおりですので、ここについては特にお答えするとか、こういう

方向だということはないと思っております。

さて、組織のあり方についてです。組織のあり方については、やはり役場の組織という

のは、何らかの格好でどこかで括らないといけないという事になろうかと思います。

どういう数字を持ってくるのがいいのかなと思ったのですけれども、今、事業評価を進

めていますときのいわゆる事業数ということで、１千を超える事業をピックアップして、

それぞれについて事業評価をやってきているという事があります。

ですから、括り方にもよりますけれども、町がやっている事業、ある一つの仕切りで言

うと１千を超える事業を行なっていると、それぞれが個別要素だけで成り立っているもの

もありますけれども、やはり幅広くいろいろなものと関連してきている事業というのがそ

の中にも多々あります。
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それを現在、みなかみ町では１３の課を設置しておりますので、ある意味で１３の課に

括っているということだと思いますけれども、この課の括りというのは何かというと、そ

こをひとまず課長という職があって、その中の総合調整をやっていただいていると思って

おりますし、これの町全体として、どういう調整が成り立っているのかということになれ

ば、当然の事ながら、総務課長は役場業務の全体に目配りをするという調整機能を持って

おりますし、さっき申し上げました事業評価の見方、あるいは財政的視点から言うと、総

合政策課長を総合的調整をやっているという事である意味、課毎に括ったもの、当然いろ

いろな活動について、課が横断的にやっていかなければいけませんので、その辺の調整機

能はあるのかなぁと思っております。

そして、何よりも副町長と町長としての私がおりますし、市町村行政というのは個別の

ことについて、責任者まで目が届くというのが国や県と違うところだと以前にも申し述べ

させていただきましたし、そういう形で行っております。そうすると、組織というのはど

ういう形であるのが良いのかというのが、その時点、その時点で変わってくるというのは

ご指摘どおりだと思います。

それぞれの活動をどのように、謂わば、さっき申し上げた言葉で言うと、括っていくの

かということでございますし、エコツーリズムと密接に関係のある環境ということで一つ

だけ述べさせていただきますと、いわゆる環境という一般的な概念というのは非常に幅広

い概念で、ある定義によれば、自分以外のすべてのものが環境だという捉え方もあるよう

ですけれども、現在、本年度から組織しました環境課につきましては、従前の生活環境課

的な環境の取り扱いとは若干替えておりまして、生活に直接関係するものをさらに大括り

な形でいわゆる自然環境、そして、自然の中で人が活動するという環境、今お話のあった

エコツーリズムの修飾語になっておりますエコロジー的な対応というものを今の環境課の

中では取り扱っているのだというふうに思います。

その中の活動の一つとして、観光と濃密にリンクした一ノ倉沢の活用の仕方についての

調査をいたしましたし、先程、例に上げました条例の検討を行い、これを条例にしたとい

うのが言わば環境課が出来ての目立った成果ということになろうかと思います。

ですから、今の我が町の環境課については言わば幅広く全体を環境で括るという要素に

ついて対応をしてもらおうと思っているところでございます。

さて、そうなってきた時にエコツーリズム、さっき例に上げた３つの活動、それぞれは

今でも個別に例を上げると、非常に複雑になってしまいますけれども、例えば、谷川岳エ

コツーリズムは観光商工課が担当ということになっておりますけれども、ご存知の通り、

その中には多様なメンバーが加わっていただいておりますし、観光商工課が担当している

、 、 、と言いながら 実際の谷川岳エコツーリズム推進構想の策定については 他の課とも当然

調整をしていかなければいけないということでございます。

もう一点、申し上げますと、赤谷プロジェクトについては、組織内容については申し上

げませんけれども、実際、町としては観光課であるとか、環境課であるとか、総合政策課

、 、であるとかという形で総合的に取り組んできたわけですけれども 前回の一般質問の中で

窓口を明らかにした方がやっている団体としても連絡調整がしやすいということがござい



- 109 -

（ ）第 号H23-2 3.3 2

ましたので、庁内各課で調整をするということは確かですけれども、環境課を窓口という

ことで定めさせていただいたところでございます。

そういう事で実際の活動については、町の関係する部署、横断的に行っていますけれど

も、それをどういう組織の形にするかということについては、それとは離れた所で、もう

一度、考えなければいけないのかなと理解しているところでございます。

ということですから、エコツーリズムという括り方で個別のそれぞれの活動をされてい

るところに、例えば、先程、例に上げた中でもう一回引きますと、藤原の青水の活動に余

、 、 、所から人が来ていただいている それを地域にもっと多くの人に訪れていただいて 先程

議員からご指摘がありましたような７つの要素の組み立てでやっていくという時に、その

公募であるとか、いわゆる外部からの誘客、客と言っていいか分かりませんが、外から来

てくれる人を増やすといったような活動については、エコとは修飾が付いておりますけれ

ども、ツーリズムという事で観光振興の一環として情報発信をするというような事が適切

ではないのかなというふうに思っております。

今、例に上げませんでしたけれども、教育旅行協議会の活動については、教育委員会と

観光課が当然、各種の事業調整の中で入って行かなければいけませんけれども、現実的に

は町の観光協会の方で推進をやっていただいていまして、今申し上げたのに加えて、農政

課が実体的な農家民宿の勧め等についてはやらさせていただいているところです。

非常にまとまりがなくなりまして、分かり難かったと思いますけれども、どのような事

業についても横断的な調整というのは必ず必要でありますし、あるいは環境の側面に着目

した各種の活動というのは調整する相手が非常に多様になってまいりますので、その時々

の応じて、役場の調整機能、必要があれば、それぞれについてプロジェクト的な活動とい

うのも有り得ると思いますし、プロジェクトと名前をうたなくても、それぞれの関与する

課の関係者が集まる、あるいは役場の中だけでなく、外部の方も集まっていただいて、推

進していくということになろうかと思います。

それぞれについて、窓口があった方が分かりやすいという点はございますので、この辺

については配慮しながら、とは言いながら、窓口という事と、その課だけでやるという事

とは全く違いますので、これは活動の中で先日の話にもつながります、役場職員の対応の

仕方について、意識をはっきりさせながらやっていくということだと思います。

当ご質問のポイントを一つ申し上げます。これが多分、キーの私の答弁になろうかと思

いますけれども、物事の進展に合わせて、組織の見直しというのは柔軟にやっていきたい

と思っていますが、一定の規模で括っていくという行政組織上の問題もあります。組織は

組織として、その時代に適合した形でやっていきますし、また事案毎に必要な調整という

ものの横断的な調整が十分出来るような町の行政運営のあり方を心がけてやっていきたい

と思っているところでございます。

１番小林洋君。議 長（久保秀雄君）

（１番 小林 洋君登壇）

その都度、臨機応変に時代に合ったブレない、一つ芯の通った方向性で対１ 番（小林 洋君）

応していただけるという事だと思います。
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ただ、そういう中で、よくあるのがこう「たらい回し」にならないように、例えば、観

光課に行ったら、それは環境課だとか、環境課に行ったら、それは観光課に先に行ってく

れとか、そういうようなロスというのですかね、まずどこに行っても取り敢えず承りまし

たと、こっちで協議しますというような対応とかをしていただければ、そういうたらい回

しとかにならないようにだけは気を付けてもらいたいと思います。

一つ、また一ノ倉沢の例ですけれども、これは本当に環境課と観光課とのコラボによっ

て、我が町が環境に対する姿勢を内外に示せた本当に大きな一歩だと思っております。

それについては非常に評価しております。

前回、町長と一緒にニュージーランドの方に研修にいかせていただいた時に、勉強させ

てもらったのは、いろいろな各機関でレクチャーを受けたわけですが、話を聞いていて、

やはり思ったのは、各部門が役割分担がしっかり決まっていて、それぞれやることが決ま

っていると、それをもうとことん追求してやるような、にも関わらず、何か縦割りを感じ

なかったのですよね、帰って来て、自分なりに何故かなぁというようなことを考えてみま

したら、やはりニュージーランドは元々こういう環境とか、そういう所に対する、また子

孫にそれをより良い形で残していくというような精神が多く広まっていて、それが一つの

骨格って言うか、その上にいろいろな事が動いていますので、最終的にブレないし、何か

こう縦割りを感じない、いろいろ手間は、順序は踏んで行かなくちゃならないのですけれ

ども、そういう事をだから感じさせたのかなと思っております。

ただ、残念ながら、私どもの努力は足りない部分はあると思うのですが、日本を始め、

我が町にとっても、まだまだこの精神というか、これから環境と観光というような意識は

まだまだ低い状態にあると思います。

そこでやはりそういった所から、環境と観光とかだけじゃなくて、やはり先程、グリー

ンツーリズムの関係なんかもそうでしょうけれども、やはり全ての課が一体になって、町

全体が同じ方向で、何ていうのですかね、ピリッとしたブレない骨格を持って組織作りも

町民に対する対応も、また町民から意見を聞く場合であっても、話し合いの中でも、そう

いったものを持ちながら話を進めていっていただきたいと思っています。

その辺をちょっと、この間、発表会の方で町長も、向こうの組織の事についてふれてい

たのですけれども、その辺をちょっとご感想でもいいのですけれども、お話を聞ければ。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

ただ今、一番最初の所で、いわゆるたらい回しの話が出ました。町 長（岸 良昌君）

新しい取り組みだと、どうしてもそういう面は有り得るのかなと、実は昨日、窓口業務

でお叱りを受けたところですけれども、ルーチンで確定しているやつについて、非常にた

らい回し的なるというのは非常に問題だと昨日、ご答弁したとおりですが、新しい問題に

ついて、どう取り組むかという時について、やはり、もちろんどことも受け取らないのよ

、 、うに回すということでは決してありませんけれども 町の中も意識的にやりますけれども

やはり新しい問題に取り組むという時には、その取り組みを持ちかけられた方々と十分相

談をしながら、進めていくという面はあろうかと思います。

一点、例で上げられました一ノ倉沢の関係です。実は内容的には、経緯的に観光課が所
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管していた話で、歴史的経緯から言うと観光問題であったわけですけれども、さっき申し

上げましたように、今年度、環境課というのが出来ましたので、環境課をひとまずの窓口

にして、そこでやっていくという形を取らせていただいたところでございます。この成果

。がそういう視点で上がったという評価をいただいたということには有り難く思っています

さて、ニュージーランドの時の印象、まさに議員が持たれた印象と私の印象も同じです

けれども、一点、今のお話の中で、私が逆に思いましたのは、特にクイーンズタウンにつ

いては観光、しかも自然と環境を活かした地域づくりという中で、非常に観光が伸び、そ

の事によって観光も増えたというまちづくりです。すなわち、自然を生かし、環境を大事

にしながら、お客さんに来てもらうというのは、まちづくりの骨格として、始めから一本

筋が通って、組織だとか、考え方が整備されているということで、我々が受ける、あぁい

う印象だったのかなというふうに思ったところでございます。

とは言いながら、今、ご指摘がありましたように、我が町の推進構想にも書いてありま

すように、みなかみ町はそういう形で進めていくんだということでございますから、他の

しっかりした動きをしているというご指摘のあったような例も参考にしながら、みなかみ

町の物の考え方、あるいは対応の仕方、これをやっていかなければいけないということに

ついては、今後とも意識して進めていきたいと思っております。

１番小林洋君。議 長（久保秀雄君）

（１番 小林 洋君登壇）

また、参考に出来るものは参考にしていただいて、より良いみなかみ町の１ 番（小林 洋君）

発展と、町民の幸せのために、つなげていっていただければと思うとともに、私もそのつ

もりで頑張っていきたいと思います。

これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

以上で１番小林洋君の質問を終わります。議 長（久保秀雄君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

通告順序通告順序通告順序通告順序５ １６５ １６５ １６５ １６番 鈴 木 勲番 鈴 木 勲番 鈴 木 勲番 鈴 木 勲 １１１１．．．．鳥獣害鳥獣害鳥獣害鳥獣害についてについてについてについて

２２２２．．．．道路道路道路道路のののの利便性向上利便性向上利便性向上利便性向上のののの取取取取りりりり組組組組みにはみにはみにはみには

次に１６番鈴木勲君の質問を許可いたします。議 長（久保秀雄君）

１６番鈴木勲君。

（１６番 鈴木 勲君登壇）

議長の許可を得ましたので、通告に従いまして、一般質問を行います。１ ６ 番（鈴木 勲君）

まず、鳥獣害についてのお尋ねでございますけれども、みなかみ町では、イノシシ・サ

ル・クマ・シカ・カラスなど様々な野生動物による農林作物被害が増大しております。

なかでも、イノシシの被害が特に増大しておるわけでございますけれども、イノシシの



- 112 -

（ ）第 号H23-2 3.3 2

最大の被害は、乳熟期以降の水稲の穂の食害の他にも、踏み荒らし、ヌタウチについては

粉ね廻るということでございまして、その稲を倒伏させる、非常に乱れた田んぼになって

しまうわけでありますけれども、いわゆる獣によって倒伏された稲につきましては、その

米は臭くて食することが非常に困難であります。

また、サツマイモ、あるいはサトイモなど、イモ類の収穫直前の被害も多くなっており

ます。また、林業におきましても、幼齢木の堀り荒らし、キバや体の擦りつけによる幼齢

木の害が局所的に発生しております。

春はタケノコが地上に出ないうちに掘ってしまうようなタケノコでございます。

また、秋には栗など、田畑でミミズや昆虫の幼虫を探すために一年中どこでも所構わず

掘り荒らしてしまっております。

、 、 、 、イノシシは本来 昼間行動しますが 人影がない夜間にも活動し 人間が食べるものは

。 、 。すべて食べます 警戒心がとても強く 通り慣れた獣道を往復しているわけでございます

鼻で押し上げる力は７０ の石を簡単に動かすほどの力をもっております。kg

繁殖は、 回に８頭くらいは出産し、繁殖力の極めて旺盛なイノシシでございます。1

鳥獣害防止対策については、鳥獣の捕獲許可を得て捕獲し、町では約１５０頭くらい捕

獲しているということでございまして、しかし、捕獲した獣の骨や皮、内臓等の処分に困

っているわけでございます。鳥獣害の中でも、猟友会の中に沼田の仲間がおりまして、沼

、田の焼却炉にゴミ袋に入れて処理するということがあるということがございますけれども

なぜ、我がみなかみ町はアメニティで処理できないのか、処理方法について町の考えをお

伺いいたします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

（町長 岸 良昌君登壇）

、 、 、町 長 岸 良昌君（ ） ただ今 ご指摘がございましたように 鳥獣害の被害というものについて

町のどこでも発生しておりますし、特に数としては、今ご指摘のあったイノシシによる被

害が大きいということについては重々承知しているところでございます。

また、その中で、今お話がありましたように、有害鳥獣の対策については、猟友会の皆

さんに大変に積極的にご協力をいただいているということでございまして、改めて感謝し

ているところでございます。

今、ご指摘のありました有害鳥獣対策で捕獲した、いわゆる鳥獣の処分については、主

体的に捕獲された皆さん方にお任せしていると、それぞれで処分していただいているとい

うのが現状でございます。

なぜ、アメニティで処理できないかというご質問でございますけれども、ご存知のよう

に奥利根アメニティパークについては、いわゆる可燃ゴミを焼却しておりませんで、固形

燃料化して資源として活用をするというシステムを利用しております。

アメニティの活動そのものですけれども、５５００トン弱の可燃ゴミを２１年度は処理

しているところですし、ゴミの減量にも一方で取り組んでいるということです。

特に生ゴミ関係については負荷が大きいということもありまして、生ゴミ処理機、コン

ポスター、水切りバケツ等の補助制度を行い、なるべく生ゴミ系等については減らしてい
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ただくという事をお願いしているところでございます。

今、ご指摘のありましたいわゆる動物の残渣です。猪、猿、熊、鹿などについて、まず

アメニティで処理しようとした時に、骨や皮について、いわゆる骨が固形化の過程で破砕

する時の破砕機に損傷を与えるという可能性が高いということと、また内臓等は特になの

ですけれども、乾燥させるために灯油を使用しておりますが、これについての使用料が生

ゴミについては非常に多くなっているという点があります。

それよりも何よりも臭気が発生するということで、今でも相当処理費がかかっているわ

けでございまして、アメニティパークの処理形態から言って、この有害鳥獣の残渣と言い

ますか、残りを処理するというのは非常に不適当なシステムになっているというのが、率

直なところでございます。

それでどういう形で処分するのだということになりますと、捕獲鳥獣の処分について、

環境省が「鳥獣保護基本指針」の中で 「捕獲物又は採取物の処理等」という所で、やむを、

得ない場合はという条件が付いておりますが 生態系に影響がないように適切な方法で 埋、 「

設 、つまり埋めるというのが、基本的には埋設処分なのだということになっておりますの」

で、埋設処分が適当というふうに考えているところでございます。

この埋設に対する手間については、ご存知の通り、サルの処分費ということで、１頭当

たりも２５００円を処分した人に支給しているという形になっております。

今、ご指摘のありましたイノシシについては、今まで肉の利用が出来るということで処

分に伴う手間に対する処分費の支援というのは出していないところですけれども、今のと

ころ、これを具体的にやっていただいてる猟友会の皆さん方はご理解をいただいていると

いう段階だと思っております。

とは言いながら、ご指摘がありましたように、私もまた申し述べましたように、イノシ

シの被害というのは年々非常に広がっています。これらを防ぐために侵入防止柵の設置も

着実に進めていくというのは取り組んでおりますが、一方で捕獲し、数を減らすというこ

とについても、さらに力を入れていく必要があろうと思っております。

そうしますと、今ご指摘のありました頭数から、町内についても処分頭数がますます増

えていくという中で、猟友会の皆さんの負担軽減をどうするのかというのもあろうかと思

います。

、 、 、 、今後 検討の中で また議会にもご相談したいと思っておりますが サルと同じように

ある額の処分費ということを支給してですね、それらの支援を通じて、適切に処分してい

ただくということも考えていく必要あろうかと思っているところでございます。

１６番鈴木 勲君。議 長（久保秀雄君）

（１６番 鈴木 勲君登壇）

アメニティ、臭いがするということ、あるいは生ゴミについては処理でき１ ６ 番（鈴木 勲君）

ないというような形でございまして、これについてはＲＤＦの固形化によるものだと存じ

ておりますけれども、アメニティでは処理できない事は理解いたしました。

でありますけれども、焼却施設については猟友会の人たちは、焼却施設を是非と言うこ

とで望んでいるわけでございまして、国の２０１１年の鳥獣害対策に関する焼却施設の整
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備につきましては、国は２分の１以内を助成すると言われておりますし、県でも焼却施設

の整備については助成すると、県はとにかく鳥獣害対策につきましては４億５千万円以上

の予算を付けておりますし、これにつきましては、群馬県鳥獣害対策委員長が申しており

ますので、これは異論がないと思います。

町で建設予定地が決定されれば、焼却施設の整備に取り組んでいたけるのか、町長のお

考えをお聞きいたします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

県の方も鳥獣害対策に大変に力を入れておって、新年度予算が４億５千万町 長（岸 良昌君）

円だという事は聞いております。

まず、焼却施設についてですけれども、その立地の問題が何にも増して一番大きいとい

うふうに思っております。もちろん今、設置について補助金があるだろうというご指摘が

ございました。この運営について、運営費と人件費、そしてまた、有害鳥獣を処分してく

ださった方に搬入してもらうという、その手間という点があるのではないかと思っており

ます。

、 、 、 、なお 焼却の際の燃料代というものを見ますと 相当程度 燃料費がかかるというのが

この焼却施設のようでございます。この辺についてはもっと詳細に検討する必要があろう

と思いますし、何にもまして、どの立地であれば地域の方に設置がご了解いただけるのか

というのは、非常に難しい問題だと思っています。

これについては先程、アメニティの処理で灯油をたくさん使っている、臭気の問題があ

るという事で申し上げましたけれども、アメニティの地域で、もちろん処理量は非常に大

、 。きいので違いますけれども 大変に神経を使わなければいけないということもございます

そんなことから、果たして本当に立地の場所があるのだろうかという事が最大の課題かな

と思っております。

それが解決された折には、設置よりも、今度は運転経費、人件費を含め、燃料費を含め

。 、 、てということです これについて 先程申し上げた基準でも認められている埋設に比べて

どれだけコストが掛かるのか、それがトータルとして、生態系にどちらの方がどれくらい

ダメージが少ないのか、総合的に考える必要があろうと思っています。

何にもまして、設置の可能性のある場所というのがあるのか、ないのか、これが一番大

きな課題であろうというふうに認識しております。

１６番鈴木 勲君。議 長（久保秀雄君）

（１６番 鈴木 勲君登壇）

猟友会の中には、設置場所を決めるから、ぜひその面倒を見てくれという１ ６ 番（鈴木 勲君）

お話を承っておりますので設置場所さえ決まれば、今後の取り組みについて、決定してく

れるのかどうか、再度、お聞きします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

先程から、申し上げていますように、有害鳥獣の対策については猟友会の町 長（岸 良昌君）

方に大変ご尽力をいただいているという事でございます。

、 、 、したがいまして 猟友会の方々のご要望があり 適切な場所があるということになれば
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先程、運営費の問題を申し上げましたけれども、それらを含めて本格的に検討したいと思

っております。

１６番鈴木 勲君。議 長（久保秀雄君）

（１６番 鈴木 勲君登壇）

それではよろしくお願い申し上げます。１ ６ 番（鈴木 勲君）

それとですね、あまりにも鳥獣害の被害が多うございまして、町として、鳥獣害対策に

関わる優良団体、あるいは個人について、表彰をされてはどうかという感じがするわけで

、 、 、ございますけれども まず 野生動物の本当に来やすい要因となる場所をなくすためには

集落のみなさんの協力が必要でありまして、農地の環境を変えるような予防対策に集落で

取り組み、檻の設置をしたり、住民が草刈りをして、原木の下草刈りをしたりしますけれ

ども、そういった数多くの獣対策に努力をしているわけでございますが、まぁ猟友会のメ

ンバーの中でも、例えば、一例として、真沢からノルンの上の方までイノシシを追って行

って、２００㎏くらい大きなイノシシを射止めたという、そして、仲間が４人でトラック

で捌いたという事例もございますし、それぞれ猟友会の方々が努力しているわけでござい

ますが、これに対して、表彰することによって、最も鳥獣害対策に力を注いでくれている

と思いますので、顕彰ということを是非お願いしたいと思いますけれども、町長の考えを

お願いします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

今、ご指摘のように有害鳥獣の対策については、猟友会の方に本当にお骨町 長（岸 良昌君）

折りいただいておりますけれども、やはり地域としての協力、あるいはさっきも申し上げ

ました個別の対策であるとか、すべてのものが総合的にかみ合ってはじめて成立するのだ

と思っています。

その中で大変にご尽力をいただいているという方もいらっしゃるのは承知しております

ので、今のご指摘については、真剣に今度、新年度に出来ます獣害対策センターの、まぁ

本務の方は実際の対応が大事なことですけれども、一つの業務として検討したいと思って

います。検討というのは、やらないという意味ではなくて、非常に良いご提案だなと思っ

ておりますので、そのつもりで実施に向けて努力いたします。

１６番鈴木 勲君。議 長（久保秀雄君）

（１６番 鈴木 勲君登壇）

よろしくお願い申し上げます。１ ６ 番（鈴木 勲君）

次に、２点目の道路の利便性向上の取り組みについて、お尋ねをいたします。

みなかみ町は、観光と農業を主産業として掲げている、そして、町の発展に向けて努力

しているわけでございますけれども、観光と農業を発展させるためには、まず道路が改良

されなければなりません。

みなかみ町の主要道路は、国道１７号線、あるいは国道２９１の路線でありまして、国

道２９１につきましては、期成同盟会が結成されて、狭い箇所やきついカーブなどが多く

改良にむかっておるわけでございますが、幅員の拡幅には各所で工事がなされているわけ

でございます。
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、そこで２９１号線の上毛高原駅前に交差点を設置してはという考えでありますけれども

上津より来て、駅前でＴ字路になっておりますが、そこをまず上組公民館に向かって交差

点を設置し、駅前の活性化を計ったらと思いますが、町の考えをお伺いいたします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

観光に対して、道路というのはまさに重要な役割を果たしているというの町 長（岸 良昌君）

はご指摘のとおりでございます。

少し、幅広く申し上げますと、我が町にインターチェンジが２つあるということから始

まるわけですけれども。道路網の整備つきましては、町としても力を入れておりますし、

特に県では国道２９１号線の整備について、大変に力を入れてもらっているところです。

それ以外にも、渋川～下新田線、今、名胡桃の所がどんどん出来上がっているというこ

とですけれども、県としても力を入れてもらっているということです。

そして、先般、ご報告をしましたように、国の直轄事業として、国道１７号線の三国ト

ンネル、新しいトンネルを掘るということで調査費が計上されていると、これにつきまし

ては、観光にとって重要だという視点も当然ございますし、そういう視点から、みなかみ

町、議員さん方達にもご参加いただいて、推進期成同盟会ということで活動してきた事の

大きな成果だというふうに思っております。

このように観光に対しても必要だということで道路整備、各方面のご尽力もいただきな

がら、着々と進んでいるところでございますけれども、今、ご指摘のありました上毛高原

、 、駅前の国道２９１号線の交差点改良については 前鈴木町長が知事との懇談会で提案され

そして具体的には群馬県都市計画課が事務局となりましてですね、上毛高原駅前広場周辺

活性化検討会というものが設置されて、駅前広場を中心とした利便性の向上、地域振興、

快適な環境の整備というような検討が行われて、その整備のあり方の方向が速やかに対策

を講ずるという短期的なもの、そして、都市計画決定等を踏まえた広域的な対策を講ずる

という中期的、そして長期的に取り組む事項、その整理が成されたところでございます。

したがって、これに基づいて推進するということが基本になろうと思いますし、今ご指

摘の交差点を直進させるような形にして、その周辺地域の整備をメインにおいて行なって

いくというのは、長期的な課題として位置付けられているところでございますし、これに

、 、ついては十分配慮して 基本方針として進める必要があるというふうに思っておりますが

一方では今の検討が終わりました間、国の政権が変わりまして、特に道路関係の予算につ

いて新しい大幅にコストが掛かるものについては非常に取り組みにくいという状況が生じ

たのはご存知の通りでございます。

その中で国道２９１号線の整備を実際にやっております県としては、やはり国道２９１

号線が、地域が利用しやすい安全安心を確保するための整備ということになりますと、今

進んでおりますので、ご存知のとおり月夜野地内の深沢及び石倉地内において、狭隘部の

改良工事、つづいて小川地内においても整備をするということで測量設計現場が今進んで

いると、また、２９１号線の先の方にはなりますけれども、いろいろな所で県としても整

備を進めていただいているという状況でございます。

今、結論も出ている、意識もしているという上毛高原駅の利便性の向上と周辺の活性化
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というものについては、非常に重要な課題ではございますけれども、今申し上げましたよ

うな状況から、県道の狭隘部分の改良整備を進めるという事が、県としてもそれで進めた

いと言っておりますし、町としてもそちらにまず力を入れてもらいたいというふうに考え

ているところでございます。

上毛高原駅の周辺整備について、先程、短期的な課題というふうに整理されております

駐車場の問題、駅広の整備の問題については、県も着手したいと申しておりますし、それ

と協力をして、町としても一緒に進めていきたいと思っているところでございます。

１６番鈴木 勲君。議 長（久保秀雄君）

（１６番 鈴木 勲君登壇）

上越新幹線が開業以来、駅前がリニューアルされていないというのは、上１ ６ 番（鈴木 勲君）

毛高原と燕三条ではないかという事が言われておりますけれども、２９１号線のその交差

点が出来ればですね、長期的にこれから考えなければならないという町長の答弁でありま

したけれども、まず駅前の活性化によって町の発展が促されると思われるわけでございま

して、町の玄関口である上毛高原駅でありますから、まず駅前の上毛高原のまちづくり協

議会というか、活性化協議会というか、そういったものを立ち上げる考えは町ではあるの

かないのか、それをお聞きします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

上毛高原駅の乗降客の利用であるとか、周辺の開発が非常に進んでいない町 長（岸 良昌君）

と、これは町としても当然意識しておりますし、ＪＲとしても、全国的に見てももっと活

用して欲しいという言い方で非常に気にしております。

ご指摘のとおりだと思っております。交差点を改良できればという事が先なのか、いわ

ゆる全国的に今の経済状況ですし、いわゆる開発圧力というものが以前に比べて非常に少

なくなっている、要するに進出したいとか、こういう立地があれば出てくるよというよう

な状況が非常に期待しにくいという状況にあろうと思います。

したがって、何かを準備して、その事によって来てもらうように誘致すると、これはヤ

マキの工業誘致でやったとおり、そういう事が必要ないと申し上げているわけではありま

せんけれども、整備が先なのか、その開発の可能性というものを見て、それに対応した開

発のあり方というのはどうなのかという事を検討する手法と両方あろうかと思います。

今、なかなか全国的な経済状況、あるいは我がみなかみ町は首都圏からの距離等で立地

条件には恵まれていると思いますけれども、今すぐに上毛高原駅という物を活用して、新

、 、 、 、たな企業であるとか 産業であるとか そういうものが来ると ポイントをどこに絞って

どうすれば開発が促進されるのかというのがなかなか見当たらない時代なのかなと思って

います。

ということで、今のお答えになりますが、方向性とポイントを絞りきれない段階では、

関係者にお集まりいただいて検討を進めるという状況にはないのかなというのが私の理解

でございます。この辺につきまして、また議員の方から地域の状況であるとか、あるいは

開発のための方策であるとか、ご提言いただく中で、周辺の方々のご協力もいただくとい

う前提で検討会を立ち上げる必要があるということであれば、そのご指摘をいただいた段
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階でまた改めて考えたいと思います。

１６番鈴木 勲君。議 長（久保秀雄君）

（１６番 鈴木 勲君登壇）

今の現状は非常に厳しいものがございまして、なかなかそういった協議会１ ６ 番（鈴木 勲君）

を立ち上げるのは困難だというお答えでございますけれども、いわゆる黙っていては出来

ませんので、やはりいろいろと地域を盛り上げていくためには協議会も必要ではないかと

いう感じがするわけでございます。

それと、もう１点、上毛高原駅の駅名の変更は出来るのか、出来ないのか。

例えば 「みなかみ駅 、あるいは「月夜野駅 、非常に「上毛高原駅」では、まるで山の中、 」 」

にいるような駅名な感じがしますし、ぜひそんな点についても町長の考え方はどうでしょ

うか。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

上毛高原駅の名称変更について、アイディアがあるという事については、町 長（岸 良昌君）

承知しておりますし、いわゆる正式の場の議論ではありませんけれども、ＪＲとも意見交

換をした事はございます。

その時に、上毛高原駅という名前でなければ何にするかということについてはいろいろ

な案があろうとか思いますけれども、まぁみなかみ町としては、みなかみ町になったわけ

、「 」 。ですから みなかみ が良いのかなというアイディアというのは話をした事はございます

こういう話が具体的に意見交換をされたという事で、正規のものでも何でもないのです

けれども、そういう事だけでも非常に周辺の注目を引くという事がありまして、沼田市の

玄関口も上毛高原なのだと、中之条についても今は上毛高原駅を使っているのだという周

辺からのリアクションも、単に全く非公式の所で意見交換をしたというだけで、リアクシ

ョンが出るくらいでございまして、今の上毛高原ということで治まっているので、これを

「みなかみ駅」にしたいと本気でこっちが動き出した時にはですね、沼田市もあるいは吾

妻郡の町村もといったようなことで、現実問題として駅名変更の調整というのは非常に難

しいのではないかというふうに思います。

一方でＪＲの方が実務的な話としては、独自で直すとすると全国の予約システムの変更

等々で１０億円単位の金が掛かるという言い方をＪＲさんは仰いますけれども、ダイヤ改

正であるとか、例えば、もう終わりましたけれども、新幹線が青森まで延びるようなとき

は全国のシステム等をそういう時に直さなければいけないので、それを唯一名前を変える

だけということなので、ＪＲの大きな負担はなくて、例えば、上毛高原駅がみなかみ駅に

出来るということはあるようです。そこまでは非公式な意見交換の中で教えていただきま

した。

ですから、可能性がゼロとは言いませんけれども、やるとなると調整事項がどんどん増

えてくるというのが私の印象でございます。

１６番鈴木 勲君に申し上げます。議 長（久保秀雄君）

上毛高原駅の駅名変更については、通告外の発言でありますので簡潔にお願いをして、

本来の質問趣旨に戻っていただきたいと思います。



- 119 -

（ ）第 号H23-2 3.3 2

１６番鈴木 勲君。

（１６番 鈴木 勲君登壇）

今、通告外ということでありましたけれども、上毛高原駅に関連しての事１ ６ 番（鈴木 勲君）

でございましたので、ご了承願いたいと思います。

いろいろ１０億円かかるというようなお話でございますけれども、町の願いでもありま

すので、その点については重々ご承知のとおりでございますから、よろしくご努力をお願

い申し上げまして、私の一般質問を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

これにて、１６番鈴木勲君の質問を終わります。議 長（久保秀雄君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

１１１１．．．．我我我我がががが町町町町のののの特性特性特性特性とととと施設施設施設施設のののの情報網情報網情報網情報網をををを活用活用活用活用したしたしたした産業創生産業創生産業創生産業創生通告順序通告順序通告順序通告順序６ ４６ ４６ ４６ ４番 前 田 善 成番 前 田 善 成番 前 田 善 成番 前 田 善 成

２２２２．．．．鳥獣駆除鳥獣駆除鳥獣駆除鳥獣駆除のためののためののためののための新新新新しいしいしいしい組織組織組織組織とととと施設施設施設施設のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

次に、４番前田善成君の質問を許可いたします。議 長（久保秀雄君）

４番前田善成君。

（４番 前田善成君登壇）

通告に従い、一般質問させていただきます。４ 番（前田善成君）

はじめに、我が町の特性と施設の情報網を活用した産業創生について。

利根川の源流の町として、利根川下流域のイベントや交流事業に積極的に取り組み、自

らも源流の町を自負している「みなかみ町」は、利根川河川の人的管理のため、多くの種

類や役割のある施設があります。そのため、施設の維持管理に必要なインフラは、国など

の出先機関によって整備されています。

今、現代社会でコンピューターなど、情報網の整備や活用は、企業にとって心臓部であ

り、その取り組みは企業の死活問題の一つになっています。

そこで、我が町の特性を利用し、情報網を活用した産業創生について、町長の考えを聞

かせていただきます。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

（町長 岸 良昌君登壇）

ただ今、町の特性というご指摘でございます。町 長（岸 良昌君）

今ご指摘がありましたように、我がみなかみ町は、利根川源流の町ということで、尚か

つ河川管理に関わるダムが５つあると言えば良いのか、利根川上流の８ダム群ということ

で貯水カウントするもので言うと、４つといえばいいのかありますけれども、何れにして

も総貯水量の６割以上は、我がみなかみ町にあるということです。

「わが町の特性」と言われますと、やはり首都圏の水を支えているということと、特性

ということでいきますと、首都圏から１時間、２時間でアクセスできるというのは、まさ

に我が町の特性だと思っております。

今、施設の関連で我が町の特性を活用してというご指摘でございます。
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ちょっとどういうふうにお答えすればいいのか、非常に悩んでいるところでございます

けれども、端的に申し上げると、わが町の立地上、特性を活用した産業の育成ということ

になれば、水が豊かであるということで、ご存知のとおりヤマキを誘致し企業立地してい

ただいたという事がございますし、この間、わが町の基幹産業だということで地域の特性

を利用し、自然であるとか、環境であるとかいう事を利用しながら、さらに多くの人にき

ていただきたいと、これがまさに我が町の特性を利用した産業の育成というか、経済の振

興に向かって努力しているということでございます。

とは言いながら、多分、今のご質問は、ダムの管理上必要で整備をされている各種の通

信網等を活用した産業を育成するという可能性はないのかというご指摘だろうと推測いた

します。となりますと、確かに国土交通省が藤原の方に至るまで、ダム管理上の必要性が

あって、情報通信設備を持っているということは承知しておりますが、一方では町の方々

に利用いただくということで、つい先般、光ファイバー網を藤原まで整備したという状況

にあります。今、ご指摘の国土交通省、あるいは水機構等の施設を利用するのか、それと

も民間が自由に利用できる光ファイバー網の今回整備したものを活用するのかという事が

同等に比較されるところだと思います。

したがって、情報関係の濃密な加工をする、あるいはそれをストックするといったよう

な産業、そういうものを誘致できないかということであるとしますと、その条件について

は今、全国同じようにどこでも整備をされているというのが実態ではないかと思います。

したがって、首都圏からの距離感であるとか、交通網が整備されているとか、そういう

事が全くメリットとして強調できないということになりますと、我が町としましては、全

国横並びの中で競争に参画するということになろうかと思います。

少し、ご質問の意味と離れてしまったかもしれません。今、後段でお答えしたことが質

問の中心だとすると、国土交通省等々の情報機器が整備されているからといって、我が町

が、それに類した加工産業等を誘致するという意味では、我が町の特性というにはちょっ

と弱いのかなというのが私の印象でございます。

質問と答弁がずれていたら申しわげございません。

４番前田善成君。議 長（久保秀雄君）

（４番 前田善成君登壇）

今、町長が言われたように、確かにダムの高速回線を利用するというよう４ 番（前田善成君）

な意図で質問させていただいています。

このダムの回線というのは、例えば、沖縄に今、コールセンターの８割が入っているの

ですけれども、その沖縄に基地の対策費で、国が作った高速回線と同じ物が群馬県には入

っています。そういう物を国土交通省の方でも町が利用するのであれば貸しますよという

ようなお話もいただいています。

この専用回線は、地震が起きた時にダムとか、いろいろな施設との交信をするための回

線ですから、これが一つの売りになると考えています。なぜかと言うと、みなかみ町は昔

から、すごく地震に強いというような話のある地区です。過去に二度、被害の記録が残っ

ているのですけれども、みなかみが被害を受けたときには、全国が壊滅的な状況になって



- 121 -

（ ）第 号H23-2 3.3 2

いると、逆にみなかみが地震に強いという証明になるような記録が残っています。

一部では、柏崎～銚子構造線というのがあって、この構造線が問題になっていますが、

この構造線がもし動いたとすると、昔、映画とかテレビにありましたけれども、日本沈没

が起こるという、そんなような現象が起こってしまうような震動なので、それが起こった

ときには、どこに居てもダメだというような結論になってしまう。

特に今、みなかみ、水上支所から上流の部分の地層というのは、原子力発電所が建てら

れるような地層条件、中古生界の地層になっています。この事はかなりピーアールとして

使える状況だと思います。

原発が日本中の地層を探して、それを建てるための候補地になっているような地層を持

、 。 、っている町が この町だということです この地層の震動が起きないというような結果は

群馬県の多くの地震研究所の方でも発表されていますし、この研究の成果を信越地震の調

査チーム、新潟大学の方の地質科学の研究チームも同じような見解を示しています。

そこで、この優位性を表に出して、バックオフィス構想の一つの誘致の切り札にするよ

うな考えがあるかどうかについて、再度、お尋ねします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

ただ今、ご指摘がありましたように、コールセンターが沖縄に非常に多く町 長（岸 良昌君）

立地しているというのは、私も承知しているところでございます。

これについては、まさに遠隔地でも出来る産業だということで、この間、展開されてき

、 、 、たのだと思いますし まぁこう言っては申し訳ないのですけれども 全国の収入というか

、 、 、 、経済力で言うと 沖縄が圧倒的に低いというようなことがあって コスト いわゆる雇用

給与が安いと、人件費が安いといったような事があって、この１０年、２０年、もう２０

年前からですかね、沖縄に非常に立地しているという事だろうと思います。

そういう意味で、わが町について、メリットをどれだけ打ち出せるかという事だろうと

いうことで、先程申し上げましたけれども、今改めて地震に対して非常に強いというご指

摘がありました。これらを売りとして、尚かつ地盤がしっかりしていて、情報網も整備さ

れていると、こういう２つをセットにして、企業誘致などに働きかけたらどうかという事

でございます。まぁ新しい切り口でございますので、これらを組み立てて、どう進めるの

かというふうに、勉強したいと思っています。

一般的に、群馬県は地震に対して安定しているということで、この間、群馬県も今言わ

れたようなバックアップセンターの誘致について、力を入れてきて、１０年ほど前でしょ

、 。うか ＮＴＴの方が前橋を一次バックアップセンターとして整備したという事があります

そういう事実もありますので、我がみなかみ町についても、そういう可能性がないわけ

ではございませんので、今改めてご指摘のあった地盤が安定しているという事を再度整理

して、それをどう打ち出していくのか、どういう打ち出し方が最も理解を得やすいのか、

その辺についてはまた議員のご指導もいただきながらですね、組み立てていきたいと思い

ます。

４番前田善成君。議 長（久保秀雄君）

（４番 前田善成君登壇）
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、 、 、４ 番 前田善成君（ ） 今 町長の話の中にもちょっと出てきたのですが 一部で群馬県の方でも

やはり情報基地というのは結構、大事だろうと、その情報基地を逆に言うと群馬県のある

地区に集約させて作らせたらどうだというような構想があります。

逆に地震の強さというのが、みなかみ町にある、まぁみなかみ町の良い所を強調するの

と、それとたまたまなのですけれども、その中世代の地層がある地区に空き地があると、

うちの町は、ＪＲの水上駅の周辺に駐車場を備えていると、その駐車場の空き地を上手く

使って、そういう所にデータ基地を作ったらどうだっていうような話が現実に県の事業部

の方で考えられているようです。

このような事を上手く利用させていただいたり、あとたまたまなのですけれども、今、

地震の強さをみなかみ町が地震に強いという地層の研究の方の発表をしていただいている

新潟大学の方の研究チームがたまたまなのですが、科学技術機構という機構があります。

群馬県も３年前に畜産の方で、バイオマス研究で使った補助金、その地域イノベーショ

ン創出総合支援事業というものがあるのですが、その事業を使うためにはサテライトの大

学と産学官を進めていなければいけない、そのサテライト大学というのが、たまたま新潟

大学になっている、その新潟大学の中の今の研究チームの教授の方がそれの中心になって

いる。これは一つチャンスじゃないかと考えるのですね。

それはみなかみが逆に言えば、高速網、高速通信回路を持って、その中継を上手く基地

にするようなシステム開発と、あとこの地震に強くて、地震と地質と産業との影響、それ

と経済効果について、この大学は一生懸命、研究していますので、逆に言うと、こちらの

地区を研究の地区に指定していただいて、そういうようなお金をいただいて、２億３千万

円くらいですかね、研究費がいただけるので、そういうものを上手く活用し、今みたいな

ものを取り組むためのまず研究、その成果を表に出して、それで逆に言うと高速回線を上

手く使った中継基地をうちの町で作ります。その基地自体、中継の基地はうちで作るので

すけど、基地は個々の企業に作ってもらうと、そういうような考え方で進めさせてもらえ

れば、うちの町は逆に雇用も出来ますし、そこに建設という新しい仕事も出来るというよ

うな形になってくると思いますので、その辺について、町長のお考えをお聞きしたいと思

います。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

今、ご指摘をいただいた情報を持っておりませんでしたので、改めて研究町 長（岸 良昌君）

が進んでおり、それについて県としてもそれに取り組み始めていると、あるいは検討に加

わっているということであれば、早急に情報を収集いたしまして、まず研究について、わ

が町を候補地としてやっていただけるか、あるいは町としても協力をしながら、そういう

研究ができるのか、早急に情報を収集してやっていきたいと思っております。

先程、ご指摘のあった我がみなかみ町の地盤が良いということを打ち出していくという

、 、 、 、ことであれば いわゆる遊休地 スケールにもよりますけれども 水上駅周辺のみならず

昨日も間接的にお話のあった幸知小学校の跡地であるとかですね、あるいはもうちょっと

、 、幅広く見て みなかみ町全域を見るのか等々で適地というものがあろうかと思いますので

それよりも何よりも、今ご指摘をいただいた新しい研究の取り組みに当初から一枚かむと
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いうのは大事なことだと思いますので、早急に情報収集をしたいと思います。

４番前田善成君。議 長（久保秀雄君）

（４番 前田善成君登壇）

今、町長が言ったように、逆に言えば、新しい取り組みなので、これで町４ 番（前田善成君）

が一つピーアールできるっていうこともありますし、あと藤原の地区にせっかく光の回線

を使っているので、そちらの方に、逆に言うと、今水上支所から上流の地盤というのはど

こも良いわけですよね。

そうすると、上流にいろんな物を誘致していけるっていうきっかけになると思います。

藤原なんかは人口減少ということになっていますけども、そういうものを持ってきて、逆

に住環境が良かったり、環境がいいってことであれば、企業の誘致に本当につながってい

くんじゃないかというふうに考えられます。

そういう所を選んで企業のシンクタンク、頭の部分ですよね、の事業部を移転させてき

ているような企業も多いと思いますので、そういう所を見据えて、この計画を立てていた

だいたら有り難い。確かに大企業誘致をして、工場を誘致するっていうことも大事だと思

うんですけども、工場自体はやっぱり景気の動向に左右されてしまうっていうことが多い

です。

逆に言うと、頭の部分、例えば、情報網だとか、今の頭でものを考えるっていう部分に

ついては、動向がどうのこうの、景気がどうのこうのっていうことで、あっち行ったり、

こっち行ったりっていうことはしない、恒久的な施設になると思いますので、そういう恒

久的な施設の誘致にうちの町で取り組んでもらうような形になってくればいいかなと思い

まして、一つめの質問をさせていただきました。これで一つめの質問を終わりにさせてい

ただきたいと思います。

次の質問なのですが、鈴木議員とも重なってしまうところはあると思いますけれども、

鳥獣駆除のための新しい組織と施設の取り組みについてです。

、 。日本中で後継者不足や産業衰退による里山の減少で 鳥獣の被害が問題になっています

みなかみ町も猟友会をはじめ、多くの関係者による被害の最小化が図られていますが、

餌の高栄養化による繁殖期の拡大、想定外の状況の発生、予想以上の被害状況、国の法改

正のための維持費の高騰、申請の厳格化などで、猟友会の会員が減少しているような問題

など、根深い問題が存在しています。

実際、捕獲した鳥獣の処分にしても、十分な報酬や専門施設もなく、手におえないとこ

ろも現実にあります。そこで、そのような問題の解決のため、町が考えている方策や方向

性について、お聞きします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

今、何点かお話がありました。まず、猟友会の所では法改正で負担が多く町 長（岸 良昌君）

なっている、いわゆる銃免許を取るのに非常に手間暇が掛かっている、実質上、銃免許が

取れないではないかというようなお話であるとか、その前に猟友会の平均年齢が６０歳に

なっているといったような話もございます。

これらの問題について、どうするのかという事であるとすれば、猟友会については既に
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ご存知のとおりですけれども、いわゆる狩猟免許の更新に必要の経費のですね、いわゆる

免許税という形で県に納めなければいけないというようなものについては、町として補助

をしているところでございますし、そしてまた、先程の答えと重なりますけれども、有害

鳥獣の捕獲奨励ということで、捕獲奨励金を一頭当たりイノシシは４０００円、サルは６

０００円、これは県が出してくれていますので、処分費についてはさっきお答えしたよう

に、サルについては２５００円の処分費を含めて出しているという事がございます。

それ以外については、檻の設置の出役に対する補償費、あるいは駆除出役の報酬費、こ

れは１日６０００円という事でお願いしていますが、その他につきましても、猟友会の支

援についてやらせていただいているというのが具体的な活動でございます。

維持費が非常にかかると、あるいは新規に銃免許が取りにくいという事については、先

程、法改正という話がありましたが、平成２０年に銃砲刀剣類等取締法の改正があって、

高齢者に対する認知機能検査、あるいは射撃技能に関する講習の受講義務の新設、または

、 、実包所持状況の記録化など 諸事の許可や厳格化に対する規制が非常に強くなっていると

これは承知しているところですし、先般も猟友会の方々が、昔から猟友会で入っていて、

免許を持っていて、尚かつ実際にも有害鳥獣駆除に関わっているにもかかわらず、免許更

新の新しいシステムでいくと、なかなか免許の更新が出来ないということで嘆いてらっし

ゃることもありましたし、もっと端的に言うと、新規の銃免許の取得については非常に審

査が厳しくて、ともかく警察としては本人が諦めるまでいろいろなチェックをすると言っ

たような言い方をしているほどであります。

また、コストから見てもですね、銃の購入以外について、銃の保管用ロッカーだとか、

その他の設備について厳しくチェックされるということで、１０万円以上の金が掛かって

しまうといったような事も聞いているところでございます。

そんな事で今、議員の仰った猟友会、あるいは猟友会が有害鳥獣の駆除隊ということで

ご協力をいただいているということですけれども、そういう部分に参画していただく人も

少なくなっているし、参画することも大変になっているというのは率直に承知していると

ころですし、それに対しての支援という事については、先程、有害獣の処理費等々を含め

て、町としても支援をしている、県としての支援もあるというのが現況でございます。

４番前田善成君。議 長（久保秀雄君）

（４番 前田善成君登壇）

今、町長が言われるように、確かに猟友会というのが高齢化したり、申請４ 番（前田善成君）

が難しくなって辞めていく人が多い、その事は国の方もかなり苦慮してまして、農水省な

んかでも、特別防止措置法という中で建設業の団体だとか、あと農産物の団体だとか、い

ろんな協議会の団体を上手く使って、その猟友会の代わりの担い手になるような組織の育

成をしたらどうだっていうような法律を出しています。

京都などでは、ＪＡグループが有害鳥獣対策の充実を図ることが、京野菜のブランドを

守ることに繋がると考えて、農協との連携組織をつくっています。

静岡なんかでも、これは昔からやっているのですが、有害鳥獣なんかは生産者だけの問

題じゃなくて、農協の方の買い取り側の方の問題でもあるということで、農協の組合員が
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自主的にそういうような組織を作って、活動しています。

この事が農水省なんかの、今新しい取り組みとして、鳥獣害の特別防止法の中であるの

ですけれども、駆除隊を作ったらどうかっていう考えにつながっています。

駆除隊っていうのが一つの考え方として、この町にも適応できるのではないか、また逆

に駆除隊を作ること、建設業、異業種をその中に入れて、そういう産業に代わる、産業を

作る、産業に新しい雇用の場として考えられるんじゃないかなと思いますので、その辺の

ことについて、町で取り組む考え方があるかどうか、お聞きします。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

今、ご指摘がありましたように、鳥獣被害特別措置法の中で、鳥獣捕獲に町 長（岸 良昌君）

従事する非常勤職員を任命して、鳥獣被害防止隊を設けることが出来るという規定があり

ます。

その隊員になると、狩猟税の軽減が講ぜられるといったような促進措置がありますが、

現在、そういう事で猟友会の会員の中で、狩猟登録３年以上の経験のある方を構成員とい

たしまして、有害鳥獣捕獲隊をそれぞれの地域、猟友会の支部ごとに猟友会長を中心にし

て、組織していただいているところでございます。

今、農協だとか、地域の方々の連携と、これは非常に必要でございますし、また一方で

は罠の免許ということで農業者を中心として、講習会の支援であるとか、あるいは県とし

てもそういう活動を強化しておりますし、そういう中で罠免許を取っていただく、主に農

業者の方が多いわけですけれども、それらの方々も増えてきています。ここの所の支援は

やっていきますが、一方で罠猟等については止め刺し等において、猟友会の方に出ていた

だくということが不可欠でございますので、そういう意味で総合的に考えると、特措法の

規定する新組織ではなくてですね、今までご協力をいただいている猟友会のメンバーを中

心とした有害鳥獣捕獲隊を充実させていくという事と、そして、この間も組織の説明の中

で申し上げさせていただきましたけれども、獣害対策センターという事でセンター長を設

置しますので、この間、農政課長から説明しましたように、緊急雇用制度を活用した人員

を確保するということで、今までサルの見張りだとか、追い払いだとか、そういう事もや

っていただいていましたけれども、それらを総合的に機能させるということで獣害対策セ

ンターを中心として、猟友会の方々のご協力を得ながら、一言で言うと、今あります有害

鳥獣捕獲隊を活用してやっていきたいと思っております。

もちろん、どのような活動についても、地域の方の理解であるとかですね、日頃の、例

えば、サルの追い払いに地域の方々が恒常的に関わってもらうとか、そういう地域との連

携、住民の方々のご協力をお願いしていくと、この辺についても強化するというのが、獣

害対策センターの業務かなというふうに思っております。

端的に申し上げますと、今の組織の連携をさらに強化する中で対応していきたいという

のがお答えでございます。

４番前田善成君。議 長（久保秀雄君）

（４番 前田善成君登壇）

今のように、例えば、猟友会の今ある組織をないがしろにして、こういう４ 番（前田善成君）
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組織を作って下さいっていうことではないのですね。

もう、その人達が出来なくなってくるのは目に見えていると、逆に言うと、今みたいな

鳥獣被害のいろいろな方策を委託しろと、委託して、それをやってもらえと、委託事業と

してやってもらえっていうことで農水省はおそらく隊の自治体の方の結成をしろというよ

うな考え方でいるのだと思うのですね。

町長が言われているように、今例えば、猟友会の人たちがいなければ、最期の処理は出

来ないです。でも最期の処理が出来ないとしても、そういう事業として賄っていくことに

よって、その建設業だとか、農協の方でそういう職業を作っていく、そういうように変わ

っていくだろうと、だから逆に役場の職員にそういう所を負担させるとか、年寄りの猟友

、 、会にそこを負担させるということではなくて 新たな産業としてそこに光を当ててやって

そこに人を入れてくるというような形にこれを使ったらどうだいっていうような形でどう

も話をされている節があると思うのですね。

その辺の所を上手くうちの町が利用していくことによって、やっぱり地元の雇用につな

がってくると思うのですね。もう一つ、この特別措置法の方で謳われているのが、森との

関わり、環境省の方でもやっぱりやっているのですけれども、エコツーリズムを上手く使

う事によって、逆に鳥獣害の防止につながってくる、その鳥獣害の防止につながっていく

ために、そういう自然の森だとか、動植物だとかを研究したり、そこをそのものを見に行

ったりする人、森林動物専門医、そういうようなものも作ったらどうですかっていう提案

もされています。

一方では駆除して、一方では育てるっていうのはおかしなような話なんですが、実はこ

の車の両輪のようにこのどちらが欠けても、おそらく森の再生、自然の再生っていうのは

できないのだろうと。

こういうものも含めながら、これからエコを売りにしているうちの町では取り組んでい

ったら、本当にエコ、自然を大事にしながら必要なものは取るというようなもの、町のそ

ういう考え方を発信することが出来る、そういうふうに考えられるのですけれども、その

点について、町長どういうふうにお考えになりますか。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

一言で申し上げますと、今のご指摘の方向でやりたいというのが答えにな町 長（岸 良昌君）

ります。

少し述べさせていただきますと、この間からいろいろ申し上げているのは、サルの被害

が非常に大きくなっていると。サルの駆除については、生息数の１５％という制限があっ

て、みなかみ町全体では非常に多いのですけれども、数字の確定している旧新治村の時に

平成１５～１６年に登録したサルの頭数が１００頭だと、現況は２００頭とも、３００頭

とも言われている中で、この数字をどう確定していくかという時に、現地調査の結果も必

要ですし、その時に先程からエコ、エコツーリズムでというふうに中で、例を出している

赤谷プロジェクトの方で、永井のサル群についてはしっかり持っているので、それを県の

数値に反映させると、その中でやはり自然林に戻すとかいう赤谷プロジェクトの活動はち

ょっとお話ししましたけれども、やはり人が入って観察できるという場所を作っていくと
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いうことは、そこにおける動物の生活環境を保全するということにもつながりますし、逆

にそこをある意味、人が入れるように整備することによって、そこ以降に出てくるサルを

出にくくするとかですね、自然活動をやっている人と有害鳥獣対策というものが相反する

ものではなくて、協調してやっていくものだというところまで来ているのが現時点での鳥

獣害の被害の状況ですし、また環境を配慮した方々の活動の実態だと思っております。

非常にそういう意味では、関係が成熟してきていますので、今ご指摘のようにいろいろ

なところも連携の中でやっていくということが大事だと思っております。

それで１点、さっき最初に仰いました有害鳥獣対策と地域の産業育成という視点でいい

ますと、今回、防護用の柵であるとか、電気ネットであるとか、これについては国の方が

１０分の１０出すよということで農家の方が手を挙げていただくと、国から直接支援がも

らえるという形になっていますけれども、そこの所に設置だとか、その設置に要するコス

トというものは当事者が負担するという前提で国の制度は成り立っています。これで要望

はだいぶ出ていると聞いていますけれども、やはり高齢化して一人でいらっしゃるけれど

も、防護をしたいといったようなところで、どういう形で設置していくのかと、これはま

だ予算措置まで至っていませんけれども、そういう事案、問題点というのは出てくるので

はないかと危惧しているところですし、別途、小規模土地改良等の形で防護柵等をやって

いるものについては、いわゆる委託の形で整備をしていただくというのもありますので、

その辺については有害鳥獣対策を強化するということが、その地域での雇用なり、働く場

が出来るということに若干なりともつながっていくのかなというふうには認識しておりま

す。

４番前田善成君。議 長（久保秀雄君）

（４番 前田善成君登壇）

本当に逆に言えば、設置の方も、今回、罠だとか、檻だとか、そういうも４ 番（前田善成君）

のに対しても２分の１の補助が入って来るようになったと思うのですが、逆にハードの部

分でもそういう補助金が使えるようになっています。

伊豆などの猟友会は、有害鳥獣の退治と同様に森林の再生についても積極的に研究、取

り組みを行っています。

確かに罠に掛かった有害鳥獣を猟友会の人たちは処理するのに、本当に高齢化だとか、

猟で取ったものの価値が下がっただとか、そういうもので楽しみがなくなっているってい

、 、 。うことで 肉体的な負担ではなくて 精神的な負担にもなっているという側面があります

鈴木議員が言ったように、それを処理するというのが本当に大変だと、寝ずに取ったも

のの処理をしているというのも現実聞かれている声です。

そこをただ処理をするっていうことではなくて、その獣の肉の利用だとか、あと今言っ

た鹿だとか、サルだとか、その生態系の調査、そういう事で研究施設を作る、そういうよ

うな考え方で兵庫県では研究施設を作っていますし、群馬県でも池田の方にそういう研究

施設を作りたいっていうような考えがありました。

たまたまうちの町は今、望郷ラインで全部、利根沼田の全地区につながろうとしていま

。 、 、 、 、す 利根沼田 全地区 日本共通の問題として 今この鳥獣害の問題が起こっていますし
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取った際の処理、ただ埋めるっていうことでも穴を掘るだけでもかなり大変だっていう話

もやっぱり聞こえてきますので、そういうアクセスの優位性などを利用して、利根沼田全

域の研究施設として、県に協力を求めて、町でそういうような研究施設に、ただ処理場と

いう事じゃなくて、高めていくような考え方があるかどうか、お聞きしたいと思います。

町長岸良昌君。議 長（久保秀雄君）

今、聞いた話なので、あるともないとも言い難いのですけれども、関連し町 長（岸 良昌君）

て何点か言わせていただきます。

実はさっき鳥獣害特措法のお話が出ました。特措法の国会審議の時に当時の与党の自民

党と野党の民主党の中で、２案ぶつかって調整が出来なかったと、ところがあれは全会一

致で委員会で採択されているのは、両方の審議に加わった日本生命獣医科学大学の羽山教

授が両方の審議会に入っていて、間を取って調整案を作って、それで特措法が出来たとい

う、当時からその直近、直後、県の農政部長でその事をやらさせていただいていましたの

で、兵庫県に施設があることも、そして神奈川県に県が作った丹沢の施設に研究所を作っ

たというのも承知しております。

それから、この事については今言った生命科学大学との連携で県の方は、榛名の農業大

学校の中にセンターを設置したというのが、今の研究施設のあり方です。

それで十分なのかどうなのかというのは、今ご指摘があったように池田の方にという検

討経過があったこと自体は承知していますというよりも、当事者でしたので、よく分かっ

ておるのですけれども、そういう意味から言うと、今の農林大学校の中にある連携施設が

十分な施設なのかどうなのかということを県の判断を私がどうこう言うのも非常に変です

けれども、必ずしも全県、あるいは東日本全部を担当して、有害鳥獣の研究をやっていこ

、 。う データを集めていこうという規模としてはまだ不足なのだろうというふうに思います

そういう意味で、わがみなかみ町に適地を用意してですね、その研究拠点を作るという

ことについては非常に可能性があろうと思いますが、県でやっていました時も、大学とし

ては人材は出すけれども、施設については出せないというのがネックになって、いろいろ

な形で、今の農林大学校を活用するという形になったのだと思います。

ですから、町で組み込んで、遊休施設の活用、遊休敷地の活用等々を踏まえて設備をや

り、いわゆる人件費、大学の教授の人件費なり、そういうものについては大学がもっても

らうという線で行くというには相当の覚悟と議員を始めとする町民の皆さんのご理解が必

要だと思っています。

今、前田議員からご指摘がありましたし、この事について、私が何も知らないわけでは

ございませんので、本当に町の方々のご理解できる案が出来るのかどうなのか、少しこれ

は事務担当が検討するとか何とかというよりも、私が少し研究してみたい、まだそういう

レベルでございます。

４番前田善成君。議 長（久保秀雄君）

（４番 前田善成君登壇）

今、言われたような事をおそらく町長が言うだろうなということで今質問４ 番（前田善成君）

させてもらったのですが、たまたま今、沼田の青年会議所の方も地元に大学を誘致しよう
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というような運動を始めています。

今もこれはわざわざ、みなかみ町っていうように強調しなかったのは、利根沼田という

ことで考えさせてもらって、利根商じゃないですけど、学校の誘致というのは各一つの町

がどうこうっていう事ではないと思うのですね。

利根沼田は一つの地域、経済団体というふうに考えたときに、うちの町の特性を上手く

活かして、どこに大学を作るっていうことではないのですが、中心としてそういう事をや

っていけるのではないか、特にエコツーリズムっていうことを謳っていますので、このエ

コツーリズムが何でこんなに大事になってきたか、それは今まで長く森林に手を入れるこ

とを今の現代人が怠った結果として、自分たちにそういう鳥獣害の被害が起きている、だ

から、もう一度、昔の森林に戻してやるような努力が必要じゃないか、そういう事でこう

いう議論が強く出てきてるのかと思うのですね。

自分たちよりも若い人たちが今、その山岳だとか、山ガールだとか、そういうことで山

岳にもう一回目を向けている、自然に目を向けているということは、実はそういう所に立

ち返るという運動の一つになっているのではないかと自分は考えます。

なので、今言われたような研究的な施設として、研究的な取り組みとして、元々うちの

町は赤谷プロジェクトで持っていますよね。逆に言うと、アクセスも良い。じゃぁそのど

こに作るかっていう事は別として、そういう事を真剣に考えて、提案していく、で、提案

して行くにはたまたまですけど、農政部長でそういう事に関わった町長がいるうちの町が

中心となって、そういう話をしていってもいいのではないかと考えます。

こういう事が実際にうちの町がやっていくことによって、この地区の連帯感、地区の連

帯感を持つことによって、ここの地区で産業、関わっている雇用している、まぁ自分たち

で働いている、そういう人たちにとってのプライドも上げていけますし、逆に言えば、そ

こで起業を行っている人間達の意識も高めていくような、そういう運動になっていくんじ

ゃないかなと思いますので、そういう事も含めてご検討をいただければ有り難いなと思い

ます。

そういう意見を、今のような考えを町に伝えさせていただいて、一般質問を終わりたい

と思います。

これにて、４番前田善成君の質問を終わります。議 長（久保秀雄君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

以上をもちまして、一般質問を終わります。議 長（久保秀雄君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

以上で本日の議事日程第２号に付された案件はすべて終了いたしました。議 長（久保秀雄君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

休会休会休会休会のののの件件件件

お諮りいたします。議 長（久保秀雄君）

明３月４日から、３月９日までの６日間は議案調査のため休会にしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。
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（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（久保秀雄君）

よって、明３月４日から９日までの６日間は休会とすることに決定いたしました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

散 会散 会散 会散 会

この後、１１時より全員協議会を開催し、全員協議会終了後より連合審査議 長（久保秀雄君）

会を行います。

最終日３月１０日は午前９時より、本会議を開きます。

本日は、これにて散会いたします。大変にご苦労さまでした。

（（（（ １０１０１０１０時時時時４０４０４０４０分 散会分 散会分 散会分 散会 ））））


